
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９期直方市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画／計画骨子案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画期間 

２ 上位計画との整合 

 

 

【基本構想】  

■ 健やかに育ち、いつまでも生きがいをもって生活できるまち 

◇高齢になっても健康で自立して過ごすことができるよう、市民一人ひとりが、自分の健康状態を健診

等で適切に把握し、それぞれのライフスタイルに応じて自らの健康づくりに取り組むことで、いつま

でも自分らしく健やかに生活できるまちを目指します。 

◇日常生活において介護や福祉サービスを必要とする方に適切な支援を行い、誰もが地域で役割を持

ち、社会参加できる環境を整備することで、市民一人ひとりがお互いを尊重し、自立していきいきと

笑顔で暮らせるまちを目指します 

【基本計画】  

■健康づくりの推進 

◇市民一人ひとりが地域の中で、楽しく健康づくりや介護予防に継続して取り組めるよう、運動を通じ

たコミュニティづくりや参加型イベントの開催、健康管理アプリの活用等を推進します。 

■高齢者福祉・障がい者福祉の充実 

◇ 地域包括システムに関係する多職種、関係団体等で構成される地域ケア推進会議を設置するととも

に、ICT の導入を推進することで、関係部署、団体などと個別課題や地域課題等の情報を関係者間で

集積・共有し、適切かつ迅速な対応に努めます。 

◇単身高齢者世帯は増加傾向にあるため、高齢者の見守りや孤立化対策を強化します。認知症高齢者の

行方不明対策として、周辺自治体と連携した「高齢者等 SOS ネットワーク」の体制強化に努めます。 

◇民生委員児童委員協議会や警察、司法等の関係団体や専門機関と連携して、虐待の防止や詐欺等の消

費者被害防止を強化し、高齢者の権利擁護を推進します。 

◇生活空間におけるバリアフリー及びユニバーサルデザインを推進します 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の背景（国の基本方針とポイント）※第９期介護保険事業計画の基本指針（大臣告示）のポイント（案） 

１ 第6次直方市総合計画（令和３年度～令和１２年度） 

〇計画期間中に団塊の世代が全員 75 才以上となる 2025 年を迎えること。 
〇高齢者人口がピークを迎える 2040 年を見通すと、要介護高齢者が増加する一方、

生産年齢人口が減少すること。 
〇地域包括ケアシステムの深化・推進や介護人材の確保、介護現場の生産性の向上

を図るための具体的な施策や目標を検討した上で計画を定めること。 

１ 高齢者保健福祉計画について 

1 基本的考え方 

 

 

◇ 高齢者保健福祉計画は、老人福祉法第20条の８に基づく、すべての高齢者を対象とした保健福祉事業全

般に関する総合的な計画であり、介護サービスの計画的な実施の基本となる介護保険事業計画と一体のもの

として3年ごとに策定される計画です。 

□計画の位置づけ 

計画名 根拠法 主な対象者 計画の性格 

直方市高齢者保健福祉計画 
老人福祉法 

第20条の８ 
すべての高齢者 

保健福祉事業全般に関する

総合計画 

直方市介護保険事業計画 
介護保険法 

第117条 

要介護・要支援高齢者 

要介護・要支援となる

リスクの高い高齢者 

介護サービス等の基礎整備

を計画的に進めるための実

施計画 

 

 

 

令和 

3年度 

令和 

4年度 

令和 

5年度 

令和 

6年度 

令和 

7年度 

令和 

8年度 

令和 

9年度 

令和 

10年度 

令和 

11年度 

第8期高齢者保健福祉計画 第９期高齢者保健福祉計画 第10期高齢者保健福祉計画 

 

１ 計画の趣旨・位置づけ 

１）介護サービス基盤の計画的な整備 
①地域の実情に応じたサービス基盤の整備 

・地域の実情に応じて介護サービス基盤を計画的に確保 
・医療・介護双方のニーズを有する高齢者の増加を踏まえた、医療・介護の提供体制の確保、 医

療・介護の連携強化 
②在宅サービスの充実 

・居宅要介護者の様々な介護ニーズに柔軟に対応できる、複合的な在宅サービスの整備推進を推
進する 

・居宅要介護者の在宅生活を支えるための 定期巡回・随時対応型訪問介護看護、 小規模多機能型
居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護など地域密着型サービスの更なる普及 

２）地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組み 
①地域共生社会の実現 
・地域住民や多様な主体による介護予防や日常生活支援の取組を促進する観点から、総合事業の

充実を推進 
・認知症に関する正しい知識の普及啓発により、認知症への社会の理解を深めることが重要 

②介護事業所間、医療・介護間での連携を円滑に進めるための医療・介護情報基盤の整備 
③保険者機能の強化 

３）地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び介護現場の生産性向上 
・介護サービス事業者の財務状況等の見える化を推進 
 

２ 基本指針見直しのポイント 



 

 

《アンケート調査からみた課題》 

●●生活機能評価のうち、「認知症機能の低下リスク」「閉じこもり傾向」のある高齢者が前回調査と同様に高く、増加しています。 

● 「認知症の症状がある人（家族）」は8.9％と前回調査より微増しています。一方、「認知症に関する相談窓口」の認知度は

23.3％で前回調査より微減となっており、認知症への理解促進を含めた相談窓口に対する認知促進が望まれます。 

● コロナ禍の影響もあり、趣味、スポーツ、自治会などの地域活動の参加率は減少しています。 

《基礎調査からみた課題》 

● 高齢者人口は2020年以降減少傾向で推移する見込みですが、全人口の減少に伴い、高齢化率は増加し、2045年には35.6％まで上昇す

る、高齢者１人に対し生産年齢人口が1.5人となると推計されます。 

● 高齢化に伴い、高齢者独居世帯、高齢夫婦世帯は年々増加しており、地域のつながりや生活支援の仕組みづくりが求められます。 

● 要介護認定者数の総数は横ばい傾向ですが、軽度者（要支援～要介護1）は直近では増加傾向となっており、重症化を抑制するための

介護予防・健康づくり活動の普及拡大が求められます。 

● 認知症高齢者は今後も増加し、認知症有病率は2045年には25.8%になると推計されています。 

● 介護サービス受給者、介護給付費ともに、居宅サービス受給者が全体の7～6割を占めており、その中でも「通所サービス」が居宅サー

ビス給付額の半分を占めています。また、施設サービスの給付額が受給者数と比べ高い傾向となっています。 

《現計画の検証（行政調査）からみた課題》 

【基本目標１  高齢者を地域でささえあうまちづくり】 

● 認知症患者の増加が懸念される中、認知症サポーター養成講座の修了者の活用拡大、相談窓口の充実等が求められます。 

● 家族介護者への支援の受け皿となる相談体制の周知啓発が必要となっています。 

● 高齢者への地域の支え合い活動を確保するため、民生委員児童委員の確保やボランティア人材の育成が求められます。 

【基本目標２  高齢者が健康で活躍できるまちづくり】 

● のおがた元気ポイント事業は目標値（登録団体数）を達成しており、今後の健康増進活動を促進する取組として活動拡大が望まれます。 

● 自立支援・重度化防止に向けた介護予防事業の周知による利用促進が必要となっています。 

● 認知症患者の増加が懸念される中、認知症サポーター養成講座の修了者の活用拡大、相談窓口の充実等が求められます。 

● 高齢者の生きがいづくりにつなげるため、生涯学習活動・スポーツ活動の機会を確保するとともに、多様な高齢者の就労機会の拡大

が求められます。 

【基本目標３  高齢者が安心して暮らせるまちづくり】 

●●多様化するニーズに対応するため、医療と介護との連携強化や総合相談窓口となる地域包括支援センターの体制の充実が求められます。 

● 高齢者が安心して可能な限り住み慣れた地域や家庭で自立した生活が継続できるよう、負担と供給のバランスを図りながら、各種の

高齢者福祉サービスを提供していく必要があります。 

● 高齢者の金銭や財産管理などの権利を守るため、今後、増加が見込まれる成年後見制度の理解促進、利用促進が求められます。 

● 大規模災害が多発化・甚大化する中、災害時の避難行動要支援者を中心とした高齢者の避難・救護体制の強化が求められます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標１ （介護が必要な）高齢者を地域でささえあうまちづくり 

●身近な地域で、高齢者のニーズに応じた質の高いサービスが提供される

よう、地域包括支援センターを核とした関係機関が連携した体制（地域

包括ケアシステム）が必要です。 

●高齢世帯の増加に伴い、成年後見制度等高齢者の権利擁護に関する取組

を強化していく必要があります。 

●災害が多発化する中、災害発生時に避難支援等の体制の強化が必要です

。 

基本目標２ 高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

基本目標３ 高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

●今後、認知症高齢者の一層の増加が見込まれており、認知症の正しい

理解、早期発見・早期対応に向けた相談窓口の周知、認知症の人とそ

の家族が安心して暮らしていける支援体制が必要です。 

●介護や医療的ケアが必要な高齢者が、在宅での生活を継続できるよう、

在宅医療・介護連携の更なる推進や高齢者福祉サービスの利用促進等に

引き続き取り組む必要があります 。 

●高齢化の進行による介護が必要な高齢者の増加に備えた、関係機関・

団体との連携強化、住民の主体的な活動の支援による地域で高齢者を

支える体制の強化が必要です。 

 

４ 計画策定に係る重点課題と基本方向 

●高齢者が生涯にわたって、健やかで活力ある社会を築くため、「のおが

た元気ポイント事業」等の健康増進活動の成果を活かし、健康的な生活習

慣を促し、加えて介護予防や重度化防止に取り組む意欲を引き出すこ

とが必要です。 

●高齢者が社会の重要な一員として、生きがい・働きがいを持って活躍で

きるよう、高齢者の就労や地域活動を促進する機会の充実が必要です。 

●「閉じこもりリスク」に該当する高齢者が増える中、高齢者が幅広く

地域社会に出て活動できるよう、外出支援や多様な社会参加の機会を

提供することが必要です。 

 

１ 各種調査からみた主な課題点 ２ 重点となる課題解決の方向性 



【基本理念】※第8期の基本理念を踏襲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標／施策体系（案）】 

基本目標 施策の方向 取組内容（主な重点項目及び第８期からの変更・追加点等） 第9期計画に向けた見直し及び追加の主なポイント 

基本目標１  

高齢者を地域でささ

えあうまちづくり 

（１）認知症施策の推進 
○認知症に関する正しい知識の普及・啓発 
○認知症初期集中支援チーム事業の機能強化 
○高齢者等SOSネットワーク事業  等 

➢ 重度の要介護やその家族等への支援を目的に、行政・関係機関・

地域で支える取組を中心に施策を編成 

（第８期からの変更点） 

・第８期の基本目標３「2.在宅医療・介護連携の充実」を基本目標１へ移動 

（第９期からの追加点）※検討事項を含む 

・在宅介護を支える地域密着サービス型サービスの普及（小規模多機能型

居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護など）※検討事項 

（２）在宅医療・介護の連携の充実 
○地域の医療・介護サービス資源の把握 
○切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の推進 
○地域住民への普及・啓発  等  

（３）家族介護者への支援の充実 
○在宅介護支援センター等による家族介護への相談支援体制の充実 
○家族介護者の負担軽減の充実  等  

（４）高齢者を支える担い手づくり 
○地域の支え合いのネットワーク構築 
○直方市社会福祉協議会、民生委員・児童委員との連携強化 

基本目標２ 

高齢者が健康で活躍

できるまちづくり 

【重点施策】 

（１）健康寿命の延伸のため、自立支援・

重度化防止に向けた取組の推進  

○のおがた元気ポイント事業の推進 
○協議体や生活支援コーディネーターの充実 
○介護予防事業の充実と、介護予防のサポーター養成 
○高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施の検討 
○特定健診・がん検診の受診促進／歯科口腔保健の知識普及・啓発 

➢ 高齢者の健康増進・フレイル予防、生きがい・働きがいを目的

とした施策を編成 

➢ 健康増進と自立支援・重度化防止に向けた施策（１）（２）を

計画内の重点施策として位置付ける 

（第８期からの変更点） 

・第８期の基本目標１「4.高齢者を支える担い手づくり」中の「老人ク

ラブ活動費の支援」を基本目標２へ移動 

（第９期からの追加点）※検討事項を含む 

・「（１）健康寿命の延伸に向けた取組の推進」に「協議体や生活支援コ

ーディネーターの充実」を追加 

（２）生きがいづくり活動の推進 
○生涯学習活動事業 
○生涯スポーツ・レクリエーション事業 
○老人クラブの活動支援 

（３）高齢者の社会参加・働く場の充実 ○直方市シルバー人材センター等による高齢者の就労促進  等 

基本目標３ 

高齢者が安心して暮

らせるまちづくり 

（１）地域共生社会の実現に向けた取組の

推進 

○地域包括ケアシステムの推進／地域包括支援センター等の機能強化 
 （総合相談支援事業／権利擁護事業／ケアマネジメント等） 
○地域ケア会議の推進／生活支援サービスの体制整備  等 

➢ 高齢者全般における福祉サービスの提供、安全・安心な暮らしの

確保を目的とした施策を編成 

（第８期からの変更点） 

・第８期の基本目標１「1.地域共生社会の実現に向けた取組の推進（総

合相談窓口の充実）」を基本目標３へ移動 

 

（２）高齢者福祉サービスの充実 
○生活管理指導短期宿泊サービス（ショートステイ） 
○緊急通報装置貸与事業  ○配食サービス  等 

（３）高齢者の虐待防止と権利擁護に関す

る取組の推進 

○高齢者虐待防止の普及・啓発 
○成年後見制度の普及・啓発および利用促進 
○防犯・消費者被害防止のための取組  等 

（４）高齢者が安心して住み続けられる住

まいの充実 

○養護老人ホームの適切な利用促進 
○高齢者すみよか事業  等 

（５）安全・安心なまちづくり ○高齢者の防災対策の支援／避難・救護体制の強化  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】 地域でささえあう 高齢者が健康で安心して暮らせるまちづくり  

５ 基本理念・施策体系（案） 

 《めざすまちづくりのすがた（社会像）》 

○介護が必要であっても、在宅医療・介護の連携や身近な地域の支え合いにより、暮らしのニーズにあわせた支援が享受でき、自分のライフスタイルにあわせた生活を継続できる社会 

○多くの高齢者が健康維持のため、身近な地域で健康づくりや介護予防に参加するとともに、今までの知識や経験を活かして、社会参加し生きがいを持った生活を送れる社会。 

○身近なところに相談窓口があり、権利擁護等と含めた日常的な暮らしの課題に対応したサービスが適切に提供され、安心した生活を送ることができる社会 



 ６ 第9期直方市高齢者保健福祉計画の基本構成（案） 

 

第１章 計画の策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の位置づけ  

３ 計画の期間 

４ 計画の策定体制 

第２章 直方市の高齢者を取り巻く現状 

１ 人口（高齢化の進行）    

２ 介護サービス等の推移 

３ アンケート調査からみる直方市の現状と課題 

４ 第8期計画のふりかえりと評価 

５ 各種調査からみえる直方市の重点課題 

第３章 基本理念・基本目標 

１ 基本理念 

２ 基本目標 

３ 施策体系 

第４章 基本目標と実現するための施策 

１ 重点施策について 

２ 基本目標１ 高齢者をささえあうまちづくり 

３ 基本目標２ 高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

４ 基本目標３ 高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

第５章 第8期直方市介護保険事業計画 

１ 要介護・要支援認定者数の推計 

２ 介護給付費対象サービスの利用者数・給付費の見込み 

３ 介護保険料の算定 

４ 介護給付費適正化に向けた取組の推進 

第６章 計画の推進 

１ 計画の推進体制 

２ 計画の管理・評価 

 

 


